







名 な 2 人 の 外 相 で あ る カ ス ル レ ー（Viscount 
Castlereagh）とカニング（George Canning）に
関して，彼らが外相と兼任していた下院指導者






































































グによる決闘騒動は，小ピット（William Pitt the 
Younger）死去後の不安定な政界を更なる混乱に





























































































































































































度を構築しており， ジョン・ ブリュア（John 

































































































































































大部の著作である C. K. Webster［1963］27 と H. 












し た 直 近 の 研 究 論 文 と し て は，G. Goodlad











































































る。一方の後者は，18 世紀中葉の第 1 次ニュー
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